
東京家政学院大学紀要 第 44号 2004 年 自然科学・工学系 抜刷 

                      （2004 年８月発行）

サイカチとムクロジの洗浄性

―�抽出方法と洗浄力�―

藤 居 眞理子  西 藤 嘉 乃



-�41�-

東京家政学院大学紀要 第 44号 2004 年

サイカチとムクロジの洗浄性

―抽出方法と洗浄力―

藤 居 眞理子  西 藤 嘉 乃 *

家政学部家政学科

＊大学院人間生活学研究科

1

１ はじめに

 前報 1) では，サイカチはサヤと種子を区別し

ないでハサミで粗く刻み，常温の水に 1日浸漬

抽出後ろ過し，ろ液を試料溶液とした。サイカチ

の使用量は 3.0g ～ 4.5g/ℓとした。ムクロジは

果実から種子を除いた果皮を粗く刻み，常温の水

に 1日浸漬抽出後ろ過し，ろ液を試料溶液とし

た。ムクロジの使用量は 2.0g ～ 3.5g/ℓとした。

灰汁は草木灰に灰重量の 20％の水を加えて撹拌

し一晩静置後，上澄み液をろ過し，ろ液を pH10

～ 12 に希釈して試料溶液とした。JIS 人工汚染

布と Terg‐O‐Tometer を用い，JIS�K�3362 の

指標洗剤を対照に試料溶液を洗浄液として洗浄力

試験を行った。サイカチとムクロジは上記の範囲

では使用量にほとんど関係なく，また灰汁は

pH12 の希釈液において，それぞれ JIS 指標洗剤

の約 50％の洗浄力を示し，問題となる再汚染は

認められなかったことを報告した。また，洗浄性

に関わる溶液物性について，液性，表面張力，比

界面張力，泡の安定性，浸透力，乳化力，分散力，

硬度を測定した結果，サイカチとムクロジでは表

面張力低下作用および界面張力低下作用が洗浄性

に寄与していること，灰汁はアルカリ剤として洗

浄性に寄与していることを報告した。また，サイ

カチとムクロジについては更に高濃度溶液での検

討が必要であることを指摘した。

 そこで今回は，サイカチとムクロジを取り上げ，

両者の洗浄力を正しく把握することを目的に，よ

り高い洗浄性を得るのに適する抽出方法の検討，

および前報 1) での課題であった高濃度溶液での

洗浄性について，JIS 指標洗剤を対照に洗浄力試

験を行い，新たな知見を得たので報告する。

２ 実験方法

2・1 実験材料

 かつては一般的に使用されていた植物性洗浄剤であるサイカチとムクロジを，前報 1)

に引き続き取り上げ，JIS�K�3362 の指標洗剤での洗浄力を基準にして，JISに準拠した

洗浄力試験を行い，その洗浄性を調べた。洗浄力が十分発揮される使用量とそのときの

洗浄力は，JIS 指標洗剤の洗浄率を 100 としたとき，サイカチは 2000 年採取の岩手県

一関市産が 10.0g/ℓのとき 118 であったが，2002 年採取の東京都千代田区産と，2002

年採取の富山県東砺波産の洗浄力は10程度と非常に低い値であった。ムクロジは2000

年採取の東京都文京区産で 26.0g/ℓのとき洗浄力は 183 を示し，優秀な洗浄剤である

ことを確認した。しかし，2002 年に採取した東京都文京区産では洗浄力は 90であり，

2002 年の新潟県上越市産は洗浄力 80 であった。また，洗濯に適した両者の抽出方法

は色素を出来るだけ溶出させないことが必要であり，サイカチのサヤやムクロジの果皮

を粗く刻んで常温の水に 1日浸漬させる方法が適していることを確認した。

“サイカチ，ムクロジ，抽出方法，洗浄力，再汚染率”
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2・1・1 サイカチ

 サイカチA：岩手県一関市「サイカチの会」の

赤塚喜恵子氏が栽培し，1999 年および 2000 年

にサヤを採取し，50℃で 24 時間加熱処理したも

のをご提供いただき試料とした。

 サイカチ B：2002 年に東京都千代田区神田駿

河台サイカチ坂で落下したサヤを採取し試料とし

た。

 サイカチC：2002 年に富山県東砺波郡井波町，

婦負郡八尾町高熊神社で落下したサヤを採取し試

料とした。

 前報 1) と同様にサヤと種子を区別しないでハ

サミで粗く刻み，0.2g,�1.0g,�2.0g,�4.0g,�8.0g,�

10.0g,�20.0g を常温の水１ℓに 1日浸漬抽出後

ろ過し，ろ液を１ℓに補整し試料溶液とした。こ

の溶液について分光光度計（島津製作所 UV‐

2400PC）を用いて吸光スペクトルを測定した結

果，サイカチ Aは 1999 年産（前報で使用）で

は280.0nmに，2000年産では282.5～ 288.5nm

に極大値が認められ，サイカチ B は 280.0 ～

286.0nm に，サイカチ C は 278.0 ～ 282.5nm

に極大値が認められた。サポニン（関東化学株式

会社）の吸光スペクトルの極大値が275～280nm

付近である 2) ことから，サイカチ中のサポニン

が溶出したものと判断した。

2・1・2 ムクロジ

 ムクロジA：2000 年に東京都文京区の東京大

学大学院附属小石川植物園内で落下した果実を採

取し試料とした。

 ムクロジ B：2002 年に東京都文京区の東京大

学大学院附属小石川植物園内で落下した果実を採

取し試料とした。

 ムクロジC：2002 年に新潟県上越市の早川氏

が採取した果実をご提供いただき試料とした。

 ムクロジの果実は種子を取り除き，腐敗を防ぐ

ため，果皮を冷凍庫中で保存し使用した。

 前報1)と同様に，果皮を粗く刻み，0.2g ，1.0g ，

2.0g ，4.0g ，8.0g ，10.0g ，20.0g ，22.0g を

常温の水１ℓに 1日浸漬抽出後ろ過し，ろ液を

１ℓに補整し試料溶液とした。この溶液につい

て分光光度計（島津製作所 UV－ 2400PC）を

用いて吸光スペクトルを測定した結果，ムクロジ

Ｂは 264.0 ～ 266.5nmに，ムクロジＣは 264.5

～ 265.5nm� に極大値が認められたことから，ム

クロジ中のサポニンが溶出したものと判断した。

なお，前報 1) で使用した 2000 年産のムクロジA

は 265.0nmに極大値が認められた。

2・1・3 JIS 指標洗剤

 JIS�K�3362 に準拠し，組成は，LAS ，トリポ

リリン酸ナトリウム，ケイ酸ナトリウム，炭酸ナ

トリウム，CMC，硫酸ナトリウムを 15：17：10：

3：58 の割合で混合し，105±2℃で３時間乾燥後，

デシケーターで保存し，1.33g を下記の使用水で

溶解し，全量フラスコで 1000 mlにした。

2・1・4 使用水

 洗浄力試験に使用した水は JIS�K�8122 に準拠

し，塩化カルシウム（２水塩）1.33g をイオン交

換水で溶解し，全量フラスコで 1000 mlにした。

吸光度測定に使用した水はすべてイオン交換水と

した。

2・1・5 人工汚染布

 JIS�K�3362 の湿式人工汚染布（財団法人 洗

濯科学協会頒布）を用いた。

2・1・6 再汚染試験用白布

 晒し綿金巾 2003 を前処理し，５cm×５cmに

切って使用した。

2・1・7 浴比調整用白布

 再汚染試験用白布と同様にした。

2・1・8 セバム布

 綿メリヤス地を前処理し，５cm×５cmに切っ

て使用した。下記の皮脂成分であるセバム油

180mg を上記の３枚の綿メリヤス布に均一に添

加し，セバム布とした。セバム油の組成はオレイ

ン酸 283g ，トリオレイン 156g ，オレイン酸コ

レステロール 122g ，流動パラフィン 25g ，ス

クアレン 25g ，コレステロール 16g である。
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2・2 実験

2・2・1 抽出サポニン量の測定

 抽出液の吸光スペクトルの極大値における吸光

度を測定することにより，サポニン量の比較を

行った。

2・2・2 洗浄力試験

 試料溶液量 900 ml，被洗物として人工汚染布

10 枚，再汚染試験用白布 5枚，セバム布 3枚に

浴比調整用白布を加えて合計30gとし，浴比を1：

30 とした。洗浄には Terg‐O‐Tometer（興国

機工株式会社 WT‐0112）を用い，120rpm ，

洗浄温度 25℃，洗浄時間10分，すすぎはビーカー

すすぎ 2回とし，アイロン乾燥を行った。洗浄

前後の表面反射率（東京電色株式会社 反射率計�

TC‐6D）を測定し，下記の式により洗浄率，再

汚染率を算出した。

洗浄率D(K/S)％は

D(K/S)％＝{(K/S)s － (K/S)w}/{(K/S)s

      － (K/S)o}×100

   (K/S)s� ：洗浄前の汚染布のK/S

   (K/S)w�� ：洗浄後の汚染布のK/S

   (K/S)o�� ：原布のK/S

このときK/Sは

 K/S=( １－ R/100)2/(2 Ｒ /100)

   Ｋ：光吸光係数

   Ｓ：光散乱係数

   Ｒ：表面反射率

 ただし，下地の影響を避けるために表面反射率

40％程度の台紙を使用して測定した。

再汚染率 (％ ) は

再汚染率 (％ ) ＝ ( Ｒ o－Ｒ s)/ Ｒ o×100

   Ｒ o：洗浄前の白布の表面反射率

   Ｒ s：洗浄後の白布の表面反射率

３ 結果および考察

3・1 抽出方法

 サイカチは前報 1) 同様サイカチ Aを用い，サ

ヤと種子を区別しないでハサミで粗く刻み，常温

の水に 1日浸漬抽出後ろ過し，ろ液を試料溶液

とする方法と，煮沸抽出 10 分，20 分，30 分の

ろ液を試料溶液とした。それぞれ分光光度計を用

いて極大吸収波長での吸光度を測定した結果，吸

光度は 0.50 ，0.73 ，0.78 ，0.86 であった。こ

の結果から 30 分煮沸抽出する方法がサポニン量

を多く抽出できると判断した。また，サイカチの

サヤを 10mm角に刻んだ場合より，５mm角に

刻んだ方が吸光度は５～６％高くなった。さらに，

30分煮沸後のみの吸光度が 0.57 ，その後すりつ

ぶしてからろ過した場合の吸光度は 0.76 である

ことが分かった。しかし，煮沸直後にろ過した場

合と，放冷後ろ過した場合とでは吸光度に差は認

められなかった。

 なお，サイカチのサヤ，種子，種皮のみので抽

出した試料溶液は吸光度比が 1：0.85：3.46 で

あり，種皮に最も多くのサポニンが含まれている

と考えられたが，選別は困難であり，３者ともに

サポニンが含まれていることから，３者を区別せ

ずに使用することとした。

 以上の結果から，サイカチはサヤと種子を区別

しないで５mm角に刻み，30 分煮沸後放冷し，

すりつぶしてからろ過し，ろ液を試料溶液とした。

 この試料溶液で洗浄力試験を行った。結果を図

１に示す。25℃での JIS 指標洗剤の洗浄率を 100

としたときの値を洗浄力とした。このときの再汚

染試験の結果を図２に示す。

 本文中の図は，制作上どの図も，横軸の目盛り

が正しい数直線上にはないため，グラフの傾きは

使用量の数値が大きくなるほど，実際よりも極端

に大きく表れている。

  図１から，サイカチ抽出液を試料溶液にした

場合の洗浄力は，いずれの使用量においても，JIS

指標洗剤よりも著しく低く，ほとんどが 0以下

であり，水のみで洗浄した場合の洗浄力約 30 よ

りはるかに低く，洗浄よりむしろ汚染と言える。

 図２の再汚染では，JIS 指標洗剤の再汚染率が

－ 0.2％であり，白度には変化がないことが分

かった。水のみの再汚染率が 0.2％であったのに

対し，サイカチ試料溶液では使用量が増すほど数

値は高くなり，白布は汚染された。これは汚染布

の汚れがいったん洗浄液中に除去され，再び白布
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に吸着し汚染する本来の再汚染ではなく，サイカ

チ試料溶液中に溶出したサイカチの色素による着

色である。そのために表面反射率が低下し，計算

上再汚染率を増加させた。目視でも白布が赤味の

ある茶褐色に変化したことが明らかに認められた。

 同じ現象が汚染布にも現れたため，洗浄前の汚

染布の表面反射率の値よりも，洗浄後の表面反射

率の値の方が著しく低下し，洗浄力を大幅に低下

させた。目視でも，明らかに赤味のある茶褐色の

着色が認められた。

浄力であった。

 サイカチの抽出液は紅茶様の茶褐色を呈してい

る。サポニン量を多く抽出するための抽出方法は，

同時に色素も多く抽出してしまったことになり，

この方法は適さないことが分かった。

 そこで，サイカチを 3.5g/ℓ用いて，10 分煮

沸後ろ過する方法，40℃の温水に一晩浸漬後も

みだし，ろ過する方法 ( 赤塚氏の方法 ) で抽出し

た試料溶液を用いて洗浄力試験を行った。結果を

図３に示す。この図から，10 分煮沸後ろ過して

抽出する方法より，40℃で一晩浸漬しもみ出し

ろ過する抽出方法の方が洗浄力は高いものの，洗

浄力は水のみでの洗浄にさえ及ばない低い値であ

り，JIS 指標洗剤を 100 としたとき 10 程度の洗

 このときの再汚染試験結果 ( 図４) から，この

サイカチ試料溶液の場合，再汚染率が非常に高い

ことが分かった。煮沸は 10 分間であっても，再

汚染率に与える影響は大きかった。40℃での抽

出も再汚染率が高い結果であった。この場合の再
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汚染は，色素が白布に着色し表面反射率を低下さ

せたことが原因である。同時に洗浄力を低下させ

た原因でもあり，サイカチの抽出方法として両者

とも適さないことが分かった。

ると判断し，今後の実験はこの方法で行うことと

した。

 なお，試料溶液はいずれも淡黄色であり，目視

では色素が白布を着色したとは認められなかった。

また，再汚染率の数値も極めて低く問題になる値

ではなかった。

3・3 サイカチの洗浄力

 サイカチ Aの洗浄力を図５に，再汚染率を図

６に示す。

 以上の結果から，色素による着色を生じにくい

サイカチ溶液の抽出方法は，前報 1) のサヤと種

子を区別しないでハサミで粗く刻み，常温の水に

１日浸漬後ろ過し，ろ液を用いる方法が適してい

ることを確認した。

 今後，実験に用いるサイカチ試料液はこの抽出

方法で行うこととした。

3・2 ムクロジの抽出方法

 ムクロジ Aを用い，サイカチと同様に種々抽

出方法を替えて試料溶液を調製し，吸光度測定と

洗浄力試験を行った。サポニンを多く抽出するに

は，ムクロジの果皮を細かく刻み，すりつぶして

水を加え，煮沸時間を長くして抽出し，ろ過する

方法がよいことが分かった。この方法でムクロジ

を 20.0g/ℓ使用したとき，洗浄力は 162 を示し

た。しかし，前報 1) の果皮を粗く刻み常温の水

に 1日浸漬後ろ過し，ろ液を用いる方法で，ム

クロジ使用量 26.0g/ℓのとき，洗浄力は 183 を

示した。

 以上の結果から，簡便な後者の方法が適してい

 サイカチAは，0.2g/ℓ以上の使用量で水のみ

での洗浄の場合より明らかに洗浄力は高い。10.0�

g/ℓで洗浄力の最大値 118 を示した。20.0g/ℓ
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になると洗浄力が低下したことから，10.0 ｇ /ℓ

付近が臨界ミセル形成濃度であると考えられる。

このときの再汚染率は 1.4％であり，目視では原

布白布との差はほとんど認められなかった。この

ことから，サイカチAは色素による着色が少なく，

洗浄力が高い洗浄剤であることを明らかにするこ

とができた。

 サイカチＢの洗浄力を図７に，再汚染率を図８

に示す。

場合の再汚染率より低い 1.8％～ 2.6％であった。

しかし，サイカチの使用量が 8.0g/ℓ以上になる

と再汚染率は上昇する傾向が見られ，20.0g/ℓ

では 5.4％であった。これらのことから，サイカ

チBの洗浄力は水と同等あるいはそれ以下であり，

色素による着色を生じることから，衣類の洗浄剤

としては不適当であることが分かった。

 サイカチＣの洗浄力を図９に，再汚染率を図 10

に示す。

 サイカチＢの洗浄力は水と同等，あるいはそれ

以下の 3.7 ～ 8.8 であった。再汚染率は JIS 指標

洗剤が 0.1％，水が 3.2％であったが，サイカチ

Bは 0.2g/ℓ～ 4.0g/ℓの使用量において，水の

 サイカチＣの洗浄力は水の洗浄力 7.9 よりも高

く，使用量 0.2g/ℓ～ 4.0g/ℓまでの洗浄力では，

サイカチ Bより高い 25.3 ～ 27.3 であった。し

かし，使用量が 8.0g/ℓ以上になると洗浄力は 20
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程度に低下した。

 JIS 指標洗剤の再汚染率が 0.1％，水が 3.2％

であったのに対し，サイカチＣは使用量 0.2g/ℓ

～ 2.0g/ℓの範囲において，水の再汚染率以下の

1.7％～ 1.9％と比較的低い値であったが，使用

量が 4.0g/ℓ以上になると再汚染率は上昇する傾

向が見られ，20.0g/ℓでは 4.7％であった。

 これらのことから，サイカチCは使用量 0.2g/

ℓ～ 2.0g/ℓにおいて，JIS 指標洗剤の 30％弱の

洗浄力を有し，色素による着色も 2％以下である

ことから，再汚染は許容範囲内であると言えよう。

しかし，使用量 4.0g/ℓ以上では色素の着色の方

が洗浄力に勝るため，衣類の洗浄には適さない。

3・4 ムクロジの洗浄力

 ムクロジA，B，Cの洗浄力を図 11 に，再汚

染率を図 12に示す。ムクロジAの洗浄力は極め

て高い。使用量の増加に伴い洗浄力も高くなり，

使用量 26.0g/ℓのとき洗浄力は 183 を示し，JIS

指標洗剤の 1.8 倍もの洗浄力であった。しかし，

ムクロジＢおよびムクロジＣの洗浄力試験結果で

は，水での洗浄力が 7.9 であったのに対し，ムク

ロジ Aでは 33.3 と高いことから，ムクロジ A

の洗浄力を下方修正して考える必要がある。最も

単純に 7.9 と 33.3 の差をムクロジAのそれぞれ

の洗浄力の値から減じ，図 13に示すこととした。

 修正後のムクロジAの洗浄力は，使用量 0.2g/

ℓ～ 10.0g/ℓまではムクロジ BとムクロジＣに

比較し，特に洗浄力が高いとは言えない。しかし，

20.0g/ℓ以上の使用量では際立って高い洗浄力

を示し，26.0g/ℓでは洗浄力の最高値 158 を示

した。このことからもムクロジ Aは JIS 指標洗

剤より際立って高い洗浄力を有すると言える。ま

た，使用量を増やした 28.0g/ℓ，30.0g/ℓでは

洗浄力は下がった。このグラフは前述のとおり，

横軸の数値が正しい数直線上にはないため，特に

使用量の数値が大きいほどグラフの傾きが極端に

表れる。したがって真の傾きは，はるかになだら

かである。

 このことから，26.0g/ℓあたりが臨界ミセル

形成濃度であると考えられる。 

 以上の結果から，ムクロジ Aは極めて優秀な
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洗浄剤であると言える。

 ムクロジ Bは，ムクロジAと同様に，使用量

の増加に伴い洗浄力が高くなり，26.0g/ℓのと

き洗浄力の最大値 90.3 を示し，それ以上の使用

量では洗浄力が低下する傾向が認められた。この

ことから，ムクロジ Bも 26.0g/ℓ付近が臨界ミ

セル形成濃度であると考えられる。

 再汚染率は 0.2g/ℓ～ 4.0g/ℓの範囲では

1.7％以下であり，8.0g/ℓ以上では 1.0％以下の

低い値であった。

れる。再汚染については，0.2g/ℓのときのみ 2％

を超える 2.4％の再汚染率を示し，1.0g/ℓでは

1.8％，それ以上の使用量ではほとんどが 1％以

下の低い再汚染率であった。

４ まとめと問題点

4・１ サイカチ

 サイカチAは10.0ｇ/ℓで洗浄力の最大値118

を示した。このときの再汚染率 1.4％であり，目

視では原布白布との差はほとんど認められなかっ

た。このことから，サイカチ Aは色素による着

色が少なく，洗浄力が高い洗浄剤であることを明

らかにできた。

 界面活性剤特有の挙動として，臨界ミセル形成

濃度が付近での洗浄力の変化があげられる。サイ

カチとムクロジは陰イオン界面活性剤であるサポ

ニンの界面活性作用が洗浄に寄与している 1) 。

サイカチＡでは，臨界ミセル形成濃度が付近での

洗浄力の変化に相当する現象が認められた。

 しかし，サイカチＢはサイカチＡとは全く異な

り，洗浄剤として機能しておらず，洗浄力におけ

る界面活性剤特有の現象も全く認められなかった。

サイカチＣはサイカチＡの 1/4 程度の洗浄力で

あった。

 その要因として下記が推測できる。

①サイカチＡは採取後，虫の発生を防ぐ目的で

50℃，24 時間加熱処理を行っている。サイカチ

ＢおよびサイカチＣは採取後そのまま試料として

使用したため，水分が多くサイカチＡに比べ使用

量が少なかった。

②加熱処理によって洗浄にあずかる成分や色素が

変化し，洗浄力や再汚染に影響を与えた。

③サイカチＡの種類とサイカチＢおよびサイカチ

Ｃの種類は異なり，洗浄に適するサポニンを含む

種類とそうでないものがある。

④サイカチの種類は同じであるが，生育する環境

によって含まれるサポニンの種類や量が異なる。

⑤その年の気象条件等により出来不出来がある。

 そこで①と②について，サイカチＢおよびサイ

カチＣにも，サイカチＡと同様に熱処理を行い，

洗浄力および再汚染について検討した。洗浄力で

はサイカチＢに顕著な変化は認められなかった。

 ムクロジ Cも，ムクロジAおよびムクロジＢ

と同様に，使用量の増加に伴い洗浄力が増加し，

24.0g/ℓのとき洗浄力の最大値 78.2 を示し，そ

れ以上の使用量では洗浄力が低下する傾向が認め

られた。このことから，ムクロジ Cでは 24.0�������

g/ℓ付近が臨界ミセル形成濃度であると考えら
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サイカチＣは 0.2g/ℓと 1.0g/ℓで洗浄力が逆転

したが，それ以外の使用量では洗浄力に変化は認

められなかった。再汚染ではサイカチＣで色素の

着色を低下させたが，サイカチＢでは逆に再汚染

率を上昇させる場合が多い結果であった。以上の

結果から，熱処理は洗浄力を上昇させる要因であ

るとは言えない。

 ③については，サヤの形状が微妙に異なるよう

にも思える。「明治文化史」3) によると，洗剤が

使用されない頃の地方における洗浄剤として，サ

イカチをあげているのは，岩手と福島である。サ

イカチＡは岩手県産である。当時の人々は，洗浄

剤として優れていたからこそサイカチを使用して

いたのだろう。また，同書によると，サイカチＢ

の産地である東京では，灰汁や麺類其他のゆで汁

が使われていたとある。サイカチＣの産地である

富山では米のとぎ汁と記載されている。東京や富

山ではサイカチを洗浄剤として使用していなかっ

たことから，サイカチＡやサイカチＢのように，

洗浄に適さない種類であったと推測できる。

 ④については，岩手産のサイカチも，東京産お

よび富山産のサイカチも，もともとの種類は同じ

であったが，気候風土の違いで徐々に異なった性

質に変化し，含まれるサポニンに何らかの違いが

生じた可能性も想像できる。

 ⑤については，採取年を異にした同一地方の同

一樹木のサイカチを試料にして検討を行う必要が

ある。

 また，サポニンの確認を吸光スペクトルのみで

行ったが，確認方法の更なる検討が必要である。

 なお，サイカチの液性は弱酸性 1) であり，こ

れは蛋白質繊維の洗浄に適しているが，色素によ

る着色が考えられることから，白色や淡色の被洗

物には不適当である。「新版衣類整理の実際」4)

には，大島の洗濯に最適とあるが，泥染めの大島

紬の場合，多少の着色もなんら影響を与えないも

のと思われる。

4・2 ムクロジ

 ムクロジＡは極めて優れた洗浄剤であり，使用

量 26.0g/ℓのとき洗浄力の最高値 183 を示し，

JIS 指標洗剤の 1.8 倍もの洗浄力を有することが

分かった。ムクロジの抽出液は淡黄色であるため，

その色素が綿布に着色する程度はごく低く，特に

使用量 22.0g/ℓ以上では再汚染率が 0.2％以下

であり，原布白布の白度にほとんど変化を与えて

いないことが分かった。

 ムクロジもサイカチと同様，液性は弱酸性であ

る 1) 。この性質は，アルカリ性では損傷を起こ

す蛋白質繊維の洗浄に適している。綿布では色素

による着色の程度は非常にわずかであったが，蛋

白質繊維とりわけ羊毛は染色されやすい繊維であ

ることから，使用に際しては繊維別に影響を調べ

る必要がある。

 ムクロジＡは 2000 年に，ムクロジＢは 2002

年に東京都の同一植物園で採取したものである。

サイカチＣも 2002 年に新潟県で採取したもので

ある。2000 年は豊作であったが，2002 年は残

暑が長く続き，ムクロジの果実がなかなか熟さず，

熟して落下したものを試料とするので，入手に苦

労した年であった。豊作の年に採取したムクロジ

Ａは洗浄力の最高値が 183 であり，不作の年に

採取したムクロジＢの洗浄力の最高値は，ムクロ

ジＡの 1/2 であった。このことから，植物由来

の問題である作柄による品質のバラツキが大きい

ことが分かった。しかし，不作の年でさえ洗浄力

は JIS 指標洗剤の 80～ 90％（サイカチＣの洗浄

力の最高値が 78）を示したことからも，優秀な

洗浄剤であると言える。なお，ムクロジＡとムク

ロジＢの最高洗浄力を示した使用量は共に

26.0g/ℓであった。

 貴重な試料をご提供くださった赤塚氏，東京大

学大学院附属小石川植物園，および早川氏に対し，

改めて深く感謝申し上げます。

 

 本研究は，平成 15 年度の西藤嘉乃の修士論文

「サイカチとムクロジの洗浄について」中の実験

データを用い，一部考察を加えたものである。
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